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【外部評価で確認した事業所の優れている点、工夫点（評価機関記入）】

当該事業所は開設から１３年余が経過し、利用者や家族、地域への感謝の気持ちを込めた、ありがとうの言葉を大
切にして一人ひとりの言葉を傾聴することを理念の一つに掲げて実践している。利用者一人ひとりが、毎日の野菜
等の食材切りや洗濯ものを干す、たたむ、新聞を読んでもらう、部屋で寝る、廊下を行き来するなど、日常的に利用
者の意思を尊重して支援している。重度の方が部屋で寂しくないよう、ラジオやCDで好きな音楽を聴いてもらうなど
の対応もしている。３年前から、家族や地域との交流を目的として事業所を拠点にフリーマーケットを実施して利用
者も地域の方も出品販売し、喫茶もできるように対応して４０～５０人が参加している。バーベキュー会など年２回の
家族交流を実施し、家族との関係・協力体制を大切にしている。医療法人を実施主体として多様な介護事業を展開
する中で、法人として職員の勤務体制や研修体制を充実させ、外国籍の職員には社宅を提供し、高速手当を支給
するなど働きやすい職場環境つくりに取り組んでいる。

基本情報リンク先

904-1102　沖縄県うるま市石川東山2丁目-24-10所在地

特定非営利活動法人　介護と福祉の調査機関おきなわ

所在地

評価機関名

http://www.kaigokensaku.mhlw.go.jp/47/index.php?action_kouhyou_detail_022_kihon=true&JigyosyoCd=4770200063-00&ServiceCd=320

1  自己評価及び外部評価結果

4770200063

法人名 医療法人　信愛会

【事業所が特に力を入れている点・アピールしたい点（事業所記入）】

事業所番号
うるま市石川東山の閑静な住宅街にあり、3階建ての1階部分がグループホームです。ゆったりとした
雰囲気、時間の中で、入居者と職員の会話や笑いが飛び交い、にぎやかに過ごしています。家事や趣
味活動等一人ひとりが自己決定し役割や楽しみをもって生活を送っています。初詣や浜下り、法人祭
り等での外出やムーチー作りや流しそうめん、十五夜等季節行事を皆で楽しんだり、夏BBQ会と12月
クリスマス忘年会では家族との交流も深めています。ミニデイや祭り、敬老会等地域活動、行事へ参
加を継続し、10月にはホームでフリーマーケットを開催し地域と共に認知症高齢者を支えるホームとし
て努めています。

グループホーム東山事業所名

自己評価作成日 評価結果市町村受理日令和元年7月26日 　令和元年１０月２４日

3. 家族の１/３くらいと
63

職員は、家族が困っていること、不安なこと、求
めていることをよく聴いており、信頼関係ができ
ている
（参考項目：9,10,19）

沖縄県那覇市西2丁目4番3号　クレスト西２０５

Ⅴ．サービスの成果に関する項目（アウトカム項目）　　※項目№1～55で日頃の取り組みを自己点検したうえで、成果について自己評価します

項　　目
　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

項　　目

訪問調査日 令和元年　８月２１日

　　　　　　　　取　り　組　み　の　成　果
　　↓該当するものに○印

56
職員は、利用者の思いや願い、暮らし方の意向
を掴んでいる
（参考項目：23,24,25）

1. ほぼ全ての利用者の 1. ほぼ全ての家族と
2. 利用者の２/３くらいの

4. ほとんど掴んでいない 4. ほとんどできていない

2. 家族の２/３くらいと
3. 利用者の１/３くらいの

グループホームに馴染みの人や地域の人々が
訪ねて来ている
（参考項目：2,20）

1. ほぼ毎日のように
2. 数日に１回程度ある 2. 数日に1回程度
3. たまにある 3. たまに

4. ほとんどない

58
利用者は、一人ひとりのペースで暮らしている
（参考項目：38）

1. ほぼ全ての利用者が

65
3. 利用者の１/３くらいが

57
利用者と職員が、一緒にゆったりと過ごす場面
がある
（参考項目：18,38）

1. 毎日ある

64

4. ほとんどない

1. ほぼ全ての職員が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 職員の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 職員の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が

66

4. ほとんどいない 4. ほとんどいない

3. 利用者の１/３くらいが 3. 利用者の１/３くらいが
4. ほとんどいない

3. あまり増えていない
4. ほとんどいない 4. 全くいない

運営推進会議を通して、地域住民や地元の関
係者とのつながりが拡がったり深まり、事業所
の理解者や応援者が増えている
（参考項目：4）

1. 大いに増えている
2. 利用者の２/３くらいが 2. 少しずつ増えている

4. ほとんどいない 4. ほとんどできていない

職員は、活き活きと働けている
（参考項目：11,12）

60
利用者は、戸外の行きたいところへ出かけてい
る
（参考項目：49）

1. ほぼ全ての利用者が

67

4. ほとんどいない

職員から見て、利用者はサービスにおおむね満
足していると思う

2. 利用者の２/３くらいが

2. 利用者の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが

1. ほぼ全ての利用者が
2. 利用者の２/３くらいが

職員から見て、利用者の家族等はサービスに
おおむね満足していると思う

1. ほぼ全ての家族等が
2. 利用者の２/３くらいが 2. 家族等の２/３くらいが
3. 利用者の１/３くらいが 3. 家族等の１/３くらいが

4. ほとんどいない

利用者は、職員が支援することで生き生きした
表情や姿がみられている
（参考項目：36,37）

1. ほぼ全ての利用者が

6861
利用者は、健康管理や医療面、安全面で不安な
く過ごせている
（参考項目：30,31）

59

62
利用者は、その時々の状況や要望に応じた柔
軟な支援により、安心して暮らせている
（参考項目：28）

1. ほぼ全ての利用者が



沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

Ⅰ.理念に基づく運営
1 （1） ○理念の共有と実践

地域密着型サービスの意義をふまえた事
業所理念をつくり、管理者と職員は、その
理念を共有して実践につなげている

2 （2） ○事業所と地域とのつきあい

利用者が地域とつながりながら暮らし続け
られるよう、事業所自体が地域の一員とし
て日常的に交流している

3 ○事業所の力を活かした地域貢献

事業所は、実践を通じて積み上げている認
知症の人の理解や支援の方法を、地域の
人々に向けて活かしている

4 （3） ○運営推進会議を活かした取り組み

運営推進会議では、利用者やサービスの
実際、評価への取り組み状況等について
報告や話し合いを行い、そこでの意見を
サービス向上に活かしている

5 （4） ○市町村との連携

市町村担当者と日頃から連絡を密に取り、
事業所の実情やケアサービスの取り組み
を積極的に伝えながら、協力関係を築くよう
に取り組んでいる

自
己

外
部

項　　目
外部評価

玄関に理念を掲示し、職員間で共有。「ありがと
う」の言葉を大切にケアに反映するよう心がけて
います。入居者一人ひとりの尊厳を大切に思い
を受けとめ、絆を築く理念を大切にしています。

事業所の理念は玄関に掲示し、職員は出勤時に
必ず理念を確認するようにしている。利用者や
家族、地域への感謝の気持ちを込めた、ありが
とうの言葉を核として、一人ひとりの言葉を傾聴
することを理念の一つに掲げている。職員は、あ
りがとうと傾聴が大切であることを認識し、そのこ
とが利用者の尊厳ある生活を支援する基本と考
え実践している。

自治会に加入。ミニデイや敬老会、祭りなどに参
加したり、地域の方々が気軽に遊びに来て頂け
るようフリーマーケットを企画、開催しています。
月1回定期的な歌会や朝、夕ホーム前にて隣近
所の子供たちと日常的に交流も行っています。

事業所は自治会に加入し、公民館のミニデイや
地域行事、出身地域の敬老会に参加している。
毎月１回歌のボランティアや随時に三線演奏が
ある。事業所前で保育所帰りの子どもたちと利
用者が交流し、近隣の住民からおやつ等の差し
入れがある。３年前からフリーマーケットを開催
し、利用者や住民も出品販売し、喫茶を提供し、
４０～５０名が参加し交流している。

地域活動に参加し認知症のケアの理解、啓発活
動に努めています。ミニデイなどで認知症につい
て尋ねられた時は、支援の方法を解り易く説明し
ています。介護実習や就業体験等も積極的に受
け入れ、地域の人材育成にも取り組んでいま
す。

入居者、家族、行政、地域住民代表、同市グ
ループホーム事業所等参加して頂き、年6回開
催している。入居者状況、活動、事故等を報告し
メンバーから意見を頂きサービスに反映してい
る。防災訓練の件で移動が困難な入居者がス
ムーズに避難できるよう毛布や棒2本を活用して
応急担架作ってはどうかという意見等頂きサー
ビス向上に活かしていく。

運営推進会議を活かした取り組みとして、年６回
定期的に開催し、行政職員や知見者の欠席もな
く、ほとんどの構成員が参加されている。事業所
の運営状況や自己評価、事故等の報告がされ
ている。参加者の意見として事故防止の要望や
防災訓練時の移動方法のアドバイスが出され、
議事録は整備され、玄関先で公表されている。

相談や報告は運営推進会議や窓口訪問、電話
やメールで行っています。入退居状況も都度、報
告し市のホームページに記載して頂いていま
す。必要な申請や研修などもメールで情報提供
もあります。生活保護自給者の生活状況を報告
し、生活に困り事がある場合は相談を行ってい
ます。

市町村との連携については、担当職員が運営推
進会議の構成員として１年間専任で参加するこ
とで情報交換しやすい状況にある。運営推進会
議のレジュメ様式等も市からの提案で作成され、
入退去状況も市のホームページで掲載するなど
連携が定着している。市からの情報はメールで
提供されている。１年間の運営推進会議のまと
めの報告書を行政あて提出している。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

6 （5） ○身体拘束をしないケアの実践

代表者および全ての職員が「介指定基準
における禁止の対象となる具体的な行為」
を正しく理解しており、玄関の施錠を含めて
身体拘束をしないケアに取り組んでいる

7 （6） ○虐待の防止の徹底

管理者や職員は、高齢者虐待防止関連法
について学ぶ機会を持ち、利用者の自宅
や事業所内での虐待が見過ごされることが
ないよう注意を払い、防止に努めている

8 ○権利擁護に関する制度の理解と活用

管理者や職員は、日常生活自立支援事業
や成年後見制度について学ぶ機会を持
ち、個々の必要性を関係者と話し合い、そ
れらを活用できるよう支援している

9 ○契約に関する説明と納得

契約の締結、解約又はや改定等の際は、
利用者や家族等の不安や疑問点を尋ね、
十分な説明を行い理解・納得を図っている

10 (7) ○運営に関する利用者、家族等意見の反映

利用者や家族等が意見、要望を管理者や
職員ならびに外部者へ表せる機会を設け、
それらを運営に反映させている

法人勉強会やうるま市、グループホーム主催の
研修に参加し身体拘束をしないケアの実践に努
めています。日頃の関わりの中で、言葉の拘束
や行動を抑制していないか職員間で確認しなが
らケアに取り組んでいます。

身体拘束をしないケアの実践については、身体的拘
束等の適正化のための指針が整備され、適正化のた
めの検討委員会は、運営推進会議で２か月ごとに検
討され、検討内容としてクリップセンサー使用、鈴の設
置、外出したい方への対応方法等が検討されている。
議事録も作成し職員はサインはしているが、十分に周
知していない。職員は法人や行政主催の研修に参加
している。

身体拘束検討会議への職員の参加、
及び会議結果の職員への周知徹底
が望まれる。

法人勉強会やうるま市、グループホーム主催の
研修に参加し高齢者虐待について学ぶ機会を
作っています。入浴や排泄時等で身体チェックを
行い、うっ血有無を確認し虐待を見逃さない支援
を行っています。言葉遣いや声かけにも注意し
虐待防止に努めています。

虐待の防止の徹底として、理念の一つに「利用
者様を尊ぶ心を持ちます」と職員の姿勢を掲げ、
言葉遣いや声かけにも配慮し、入浴時などで身
体の状況等を確認している。職員は虐待防止に
ついて法人や行政主催の研修に参加している。
法人全体としてストレスチェックが実施されてい
る。

うるま市主催の権利擁護研修へ参加し支援事業
や制度について知識の習得に努めています。成
年後見人制度を活用している入居者1名、地域
福祉権利擁護事業を活用している入居者1名。
今後も必要と思われる入居者、家族に制度の説
明を行っていきます。

入居する際に重要事項説明書を読み上げ説明
を行っています。説明する際は、理解、納得して
頂けるように具体的例を挙げ解り易く説明してい
ます。介護保険改定や加算変更時など説明を行
い同意を得ています。

玄関入口に投書箱を設置。入居者からは、日常
生活の会話の中で、意見や要望を聞くようにして
います。会話が難しい入居者はしぐさや表情か
ら気づくよう努めています。家族面会時は入居者
の現状を報告し要望等がないか会話の中から聞
き出すようにしています。

運営に関する利用者、家族等意見の反映とし
て、利用者からは、美容室へ行きたい、買い物に
行きたい等日常の生活の中で直接聞いたり、表
情やしぐさから気づくようにしている。家族からは
来訪時に聞いている。家族交流のバーベキュー
を７月に実施したとき、暑いので、時期をずらす
か、夕涼み会に替えてはどうかとの意見があり、
運営に反映させている。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

11 （8） ○運営に関する職員意見の反映

代表者や管理者は、運営に関する職員の
意見や提案を聞く機会を設け、反映させて
いる

12 (9) ○就業環境の整備

代表者は、管理者や職員個々の努力や実
績、勤務状況を把握し、給与水準、労働時
間、やりがいなど、各自が向上心を持って
働けるよう職場環境・条件の整備に努めて
いる

13 ○職員を育てる取り組み

代表者は、管理者や職員一人ひとりのケア
の実際と力量を把握し、法人内外の研修を
受ける機会の確保や、働きながらトレーニ
ングしていくことを進めている

14 ○同業者との交流を通じた向上

代表者は、管理者や職員が同業者と交流
する機会を作り、ネットワークづくりや勉強
会、相互訪問等の活動を通じて、サービス
の質を向上させていく取り組みをしている

Ⅱ.安心と信頼に向けた関係づくりと支援
15 ○初期に築く本人との信頼関係

サービスを導入する段階で、本人が困って
いること、不安なこと、要望等に耳を傾けな
がら、本人の安心を確保するための関係づ
くりに努めている

月1回の介護会議や日頃の業務で、職員より聞
きやすい雰囲気を作っています。会議では、業
務の見直しや備品、施設改善場所を確認し、
日々のケア改善に努めている。ﾐｷｻｰや肘かけ
椅子など購入願いあり、起案を作成し早急に対
応している。

運営に関する職員意見の反映として、管理者は
毎月の介護会議で聞き、日常的にも職員の意見
等を聞く機会としている。職員から破損したミキ
サーの取り換えや利用者の肘の怪我予防対策
の必要性の要望があり、ミキサーや肘掛け椅子
を購入して対応している。事業所内での携帯利
用時に不通が生じないようWI-FIを設定した。

管理者は職員個々の頑張りや勤務状況を上司
や管理者会議の中で報告しています。社宅や高
速手当などもあり、必要とする職員に対して助言
しています。旅行や帰省など長めの休暇や体調
不良での急な休みで有給を取りたいという希望
に対応したり、家庭の事情等に考慮しながら勤
務表を作成し働きやすい環境作りに努めていま
す。

就業環境の整備として、健康診断は年2回実施
され、ストレスチェックを年1回実施している。働き
方改革関連として年間５日の年休取得について
は職員に説明されているが、就業規則について
は確認できなかった。事業所の上階は賃貸ア
パートとなっており、そこに社宅を確保し、現在外
国人職員に提供している。職員面接では、緊急
時の休み等も取得しやすいとのことであった。

月1回法人勉強会や各委員会、老健やグループ
ホーム介護者研修等参加する機会を作っていま
す。研修内容に応じ、職員一人ひとりの力量や
勤務年数に考慮しながら参加を促しています。
研修に参加した職員は研修報告書を提出しても
らい、皆で回覧し共有している。

グループホーム管理者会議、介護者研修や法人
勉強会に参加し同業者との情報交換や交流する
機会を作っています。うるま市グループホーム事
業所間でも、訪問や電話で相談ができる関係が
築かれ、互いの職員研修行い、サービスの質向
上に努めています。

本人が話しやすい雰囲気を作りながら困ってい
ることなど注意深く耳を傾けています。上手く話
ができない場合は、体の動きや顔の表情などか
ら訴えを受け取るように努めています。面談の際
は、生活歴や生活状況等必要事項を聴き出せる
ようにフェイスシートを活用し情報を整理できるよ
うにしています。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

16 ○初期に築く家族等との信頼関係

サービスを導入する段階で、家族等が困っ
ていること、不安なこと、要望等に耳を傾け
ながら、関係づくりに努めている

17 ○初期対応の見極めと支援

サービスを導入する段階で、本人と家族等
が「その時」まず必要としている支援を見極
め、他のサービス利用も含めた対応に努め
ている

18 ○本人と共に過ごし支えあう関係

職員は、本人を介護される一方の立場にお
かず、暮らしを共にする者同士の関係を築
いている

19 ○本人を共に支えあう家族との関係

職員は、家族を支援される一方の立場にお
かず、本人と家族の絆を大切にしながら、
共に本人を支えていく関係を築いている

20 （10） ○馴染みの人や場との関係継続の支援

本人がこれまで大切にしてきた馴染みの人
や場所との関係が途切れないよう、支援に
努めている

これまでの経緯や困り事などを時間をかけて
ゆっくり聞くようにしています。施設に入れてしま
う後ろめたい気持ちを持っている場合もあるの
で、認知症介護の労をねぎらいながら、不安や
戸惑いを受け止め、家族との信頼関係が築ける
ように努めています。

本人にとってグループホームが最適な生活の場
であるかアセスメント行う。在宅生活が継続でき
そうなケースについては、介護サービス見直し等
提案したり、他サービスの情報を提供していま
す。

入居者を敬い意思を確認できるような声かけを
行うように心がけています。入居者と職員は、食
事作りや洗濯など一緒に行い共同で支えあう関
係を築いています。入居者から学ぶことも多く、
共に支えあう関係を大切にしています。

行事や活動への参加、協力をお願いしたり、入
居者の誕生日会は家族で企画してもらうなど、
共に支えていく関係を築いています。面会時に
は居間や居室にイスを準備し、ゆっくり過ごせる
環境を作り、生活状況を報告し家族の意向を聞
きながら良い関係が築けるように心がけていま
す。

馴染みの美容室や職場の会食、地域行事、ミニ
デイや敬老会などへ外出し馴染みの人達との関
係が途切れないように支援しています。盆、正月
や清明、法事などの家庭行事には家族の協力を
得て支援しています。

馴染みの人や場との関係継続の支援として、な
じみの美容室や床屋さんを４人が利用している。
伊計島出身の方は地元のハーリーに参加し、応
援の鐘を鳴らす役目を担っている。また、タク
シー会社の役員として毎月食事会に参加してい
る利用者もいる。利用者の出身地主催のトーカ
チやカジマヤーのお祝いの席に参加するなど関
係継続の支援をしている。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

21 ○利用者同士の関係の支援

利用者同士の関係を把握し、一人ひとりが
孤立せずに利用者同士が関わり合い、支
え合えるような支援に努めている

22 ○関係を断ち切らない取組み

サービス利用（契約）が終了しても、これま
での関係性を大切にしながら、必要に応じ
て本人・家族の経過をフォローし、相談や
支援に努めている

Ⅲ．その人らしい暮らしを続けるためのケアマネジメント
23 （11） ○思いや意向の把握

一人ひとりの思いや暮らし方の希望、意向
の把握に努めている。困難な場合は、本人
本位に検討している

24 ○これまでの暮らしの把握

一人ひとりの生活歴や馴染みの暮らし方、
生活環境、これまでのサービス利用の経過
等の把握に努めている

25 ○暮らしの現状の把握

一人ひとりの一日の過ごし方、心身状態、
有する力等の現状の把握に努めている

孤立する事がないよう全体での食前体操や集団
レク等を行い、入居者同士が関われる場を作っ
ています。トラブルが生じた時は仲介し説明を行
い、入居者間が気まずい関係にならないよう配
慮しています。

電話連絡や定期的に転居先に訪問したり、ホー
ム行事案内や年賀状の郵送、法人の老健施設
で家族と共に最期を看取ったり、本人や家族と
の関係が切れないよう支援しています。

日常生活の会話から本人の意向や思いを聞き
出し対応しています。意思や意向を伝えることが
出来ない入居者には表情や行動等から思いを
汲み取るよう努めています。ケアの提案は介護
会議やカンファレンスにて情報を共有していま
す。

思いや意向の把握として、意思表示の可能な利用者
には、日常的に本人から聞き取るようにしている。意
思表示のできない利用者からは、家族や知人から情
報を聞き取り、カラオケが好きだったことを知り、ラジ
オを持ってきてもらい、CDをかけるなど対応している。
何もしようとしない利用者について、タオル一枚を干す
ことから始め、落ち着かない方にはドールセラピーを
活用することで、利用者の思いなどを把握している。

アセスメントで得た生活歴や趣味、地域活動など
の情報を職員で共有しています。入居者との会
話や家族や親戚、知人等から情報を収集し一人
ひとりの生活歴の把握に努めています。コーラ
が好き、カラーリングしおしゃれする、寝る時パ
ジャマに着替えるなど一人ひとりの好みや生活
習慣に合わせ支援しています。

日中、夜間の状態変化への気づきを個人記録表
や申し送り等で確認、報告し職員間で共有し、現
状把握に努め、月1回カンファレンスで全員で再
度、確認している。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

26 （12） ○チームでつくる介護計画とモニタリング

本人がより良く暮らすための課題とケアの
あり方について、本人、家族、必要な関係
者と話し合い、それぞれの意見やアイディ
アを反映し、現状に即した介護計画を作成
している

27 ○個別の記録と実践への反映

日々の様子やケアの実践・結果、気づきや
工夫を個別記録に記入し、職員間で情報を
共有しながら実践や介護計画の見直しに
活かしている

28 ○一人ひとりを支えるための事業所の多機能化

本人や家族の状況、その時々に生まれる
ニーズに対応して、既存のサービスに捉わ
れない、柔軟な支援やサービスの多機能
化に取り組んでいる

29 ○地域資源との協働

一人ひとりの暮らしを支えている地域資源
を把握し、本人が心身の力を発揮しながら
安全で豊かな暮らしを楽しむことができるよ
う支援している

30 （13） ○かかりつけ医の受診支援

受診は、本人及び家族等の希望を大切に
し、納得が得られたかかりつけ医と事業所
の関係を築きながら、適切な医療を受けら
れるように支援している

現状で課題があった際は、申し送りやカンファレ
ンスで対応方法を検討している。月1回モニタリ
ング実施し状況変化時は、家族と現状や対応方
法等を話し合い、主治医からも意見を聴収し介
護計画書に反映させています。

個人記録表やカンファレンスノートを活用し日々
気づいた事や改善、工夫を随時、試行しカンファ
レンスで見直しを行っています。

いつでも外出や外泊、面会の依頼があっても対
応出来るようにしています。本人や家族の状況
に応じて、受診支援、買い物支援等柔軟に対応
しています。既存のサービスだけでなく、その都
度必要なサービスを考え、多機能化に取り組ん
でいます。

チームでつくる介護計画とモニタリングとして、担
当者会議に本人、家族、介護職員、計画作成担
当者が参加し、主治医からは事前に意見も聞い
て介護計画を作成している。計画の長期目標は
認定期間で、短期目標は３～６か月として、毎月
モニタリングを実施し、カンファレンスによる職員
の意見や栄養スクリーニングも行ない、入居者
の現状に即した見直しが行われている。

地域ミニデイや敬老会、祭りに参加し地域の
方々と交流が楽しめるように支援しています。外
出する際は、転倒などの事故に気をつけながら
安全面に考慮しています。

利用者や家族の希望で、協力医や専門医を受
診。協力医による訪問診療を今年2月まで利用し
ていたが、閉院により協力医が変更になる。受
診の際は、管理者が付き添い、状態報告、相談
を行っている。検査や他科受診時は家族で対応
してもらっているが、送迎や車乗降等対応してい
ます。治療内容や検査結果等は家族へ電話や
面会時に報告しています。

かかりつけ医の受診支援としては、利用者や家
族の希望で、全員が協力医へ外来受診をしてい
る。受診の際は管理者が付き添い状態を報告
し、治療内容や検査結果等は家族へ電話や面
会時に報告している。検査や他科受診時は家族
が対応するが、送迎を支援している。年１回の特
定健診も全員行なっている。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

31 ○看護職との協働

介護職は、日常の関わりの中でとらえた情
報や気づきを、職場内の看護職や訪問看
護師等に伝えて相談し、個々の利用者が
適切な受診や看護を受けられるように支援
している

32 ○入退院時の医療機関との協働

利用者が入院した際、安心して治療できる
ように、又、できるだけ早期に退院できるよ
うに、病院関係者との情報交換や相談に努
めている。あるいは、そうした場合に備えて
病院関係者との関係づくりを行っている。

33 （14）○重度化や終末期に向けた方針の共有と支援

重度化した場合や終末期のあり方につい
て、早い段階から本人・家族等と話し合い
を行い、事業所でできることを十分に説明し
ながら方針を共有し、地域の関係者と共に
チームで支援に取り組んでいる

34 ○急変や事故発生時の備え

利用者の急変や事故発生時に備えて、全
ての職員は応急手当や初期対応の訓練を
定期的に行い、実践力を身に付けている

35 （15） ○災害対策

火災や地震、水害等の災害時に、昼夜を問
わず利用者が避難できる方法を全職員が
身につけるとともに、地域との協力体制を
築いている

状態変化や気になる事がある場合は、協力医看
護師に報告し相談、助言を頂き、適切な医療が
受けられるように支援しています。祝祭日や夜間
帯は法人老健看護師に相談できる体制を作って
います。

入院した際は、家族の了解を得て情報を提供し
定期的に面会を行い、看護師と情報交換を行っ
ています。地域連携室に定期的に訪問し連携が
取れる関係作りを行っています。入院による環境
変化で混乱や不安にならないように職員交互に
面会も行っています。

ホームでは看取りは行っていないが、重度化し
てもホームで継続して生活が送れるように家族
や主治医と話し合いを行っています。食事が摂
れないなど医療ニーズが高くなったり、看取りを
希望される入居者、家族には法人の老健施設入
所を提案しています。

重度化や終末期に向けた方針の共有と支援に
ついては、重度化や看取りケアが必要になった
場合について同法人の施設入所へ移行する方
針を、口頭で早期より家族へ説明し、承諾を得て
いる。職員間でもその方針を共有している。利用
者の状態変化に応じ、主治医や家族と話し合い
を行ない、事業所でできる範囲で継続した生活
ができるように支援を行なっている。

法人勉強会で救命講習会等に参加し定期的に
訓練を行い、実践力を身に付けています。マニュ
アルも常に確認できる場所へ掲示しADEも設置
しています。

年2回防災訓練を計画し消防署に届け、市防災
訓練と夜間想定避難訓練を実施し職員の防災
意識を高めています。市防災訓練では避難場所
の公民館で協力体制を確認しています。3日分
の食糧の備蓄や避難時の入居者のおむつや衣
類等が入ったリュックを用意している。

災害対策については、昼夜を想定した防災訓練
を年２回行なっている。消防署立ち会いで夜間
想定の避難訓練、地震・津波想定の市防災訓練
を実施している。地域住民１名の参加協力があ
り、避難場所の公民館でも協力体制がある。３日
分の食料を備蓄し、入居者のおむつや衣類等の
入った個々のリュックを準備し、直ぐに持ち出せ
る体制が整えられている。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

Ⅳ．その人らしい暮らしを続けるための日々の支援　
36 （16） ○一人ひとりの尊重とプライバシーの確保

一人ひとりの人格を尊重し、誇りやプライバ
シーを損ねない言葉かけや対応をしている

37 ○利用者の希望の表出や自己決定の支援

日常生活の中で本人が思いや希望を表し
たり、自己決定できるように働きかけている

38 ○日々のその人らしい暮らし

職員側の決まりや都合を優先するのでは
なく、一人ひとりのペースを大切にし、その
日をどのように過ごしたいか、希望にそって
支援している

39 ○身だしなみやおしゃれの支援

その人らしい身だしなみやおしゃれができ
るように支援している

40 （17） ○食事を楽しむことのできる支援

食事が楽しみなものになるよう、一人ひとり
の好みや力を活かしながら、利用者と職員
が一緒に準備や食事、片付けをしている

一人ひとりの気持ちや思いを尊重した言葉がけ
で対応しています。馴れ馴れしくならないように
言葉使いや態度に注意し、不適切な言動が見ら
れた場合は職員間で注意し合うようにしていま
す。居室、トイレや入浴時は声かけしてから支援
に入り誇りやプライバシーに留意しています。

一人ひとりの尊重とプライバシーの確保につい
ては、利用者一人ひとりに話しかけるときも馴れ
馴れしくならないような言葉使いや態度、ゆっくり
と聞きやすいように話す等に配慮している。排せ
つや入浴時の支援は同性介助を基本としている
が、シフト上の都合で異性介助の時もあり、本人
に説明し、了承のうえ支援を行なっている。

日常生活の中から、思いや希望を聞き出したり、
受け止められるよう努力しています。家族からも
会話の中から入居者の意向や希望を汲み取れ
るように意識しています。表出が困難な入居者
は、表情やしぐさなどから察知し本人が自己決
定できるように支援しています。

本人の生活スタイルを観察し家事やレク、活動
に参加の声かけはするが強制はせず、又、本人
のペースに合せて時間をずらして声かけしてみ
たりと工夫しています。日課の理解が難しい入居
者には、都度声かけ、確認を行い支援していま
す。

本人や家族の要望をもとに支援しています。散
髪や白髪染めをなじみの美容室へ同行したり、
ホームで行ったり、服の購入も個々に支援し不
足がないか居室担当でチェックも行っています。

食事の準備や盛り付けを一緒に行い、全員で食
卓を囲み楽しく会話しながら食事を頂いていま
す。食前体操を皆で行い、食事時間の認識を促
し安全に美味しく頂けるよう支援しています。外
出支援での食事も事前に個々の食事形態が提
供してもらえるように協力依頼しています。

食事については、法人施設の管理栄養士が作
成したメニューに添って、業者が配達する食材
で、職員が調理している。食材の下ごしらえを役
割としている利用者もいる。個々に合った食事形
態を工夫し、体調不良の方にはあちびーや補助
食品を提供している。嚥下困難な方には、シリン
ジを使うなど工夫している。職員も利用者と同じ
食事や持参した弁当を一緒に食しながら、会話
を楽しんでいる。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

41 ○栄養摂取や水分確保の支援

食べる量や栄養バランス、水分量が一日を
通じて確保できるよう、一人ひとりの状態や
力、習慣に応じた支援をしている

42 ○口腔内の清潔保持

口の中の汚れや臭いが生じないよう、毎食
後、一人ひとりの口腔状態や本人の力に応
じた口腔ケアをしている

43 （18） ○排泄の自立支援

排泄の失敗やおむつの使用を減らし、一人
ひとりの力や排泄のパターン、習慣を活か
して、トイレでの排泄や排泄の自立にむけ
た支援を行っている

44 ○便秘の予防と対応

便秘の原因や及ぼす影響を理解し、飲食
物の工夫や運動への働きかけ等、個々に
応じた予防に取り組んでいる

45 （19） ○入浴を楽しむことができる支援

一人ひとりの希望やタイミングに合わせて
入浴を楽しめるように、職員の都合で曜日
や時間帯を決めてしまわずに、個々にそっ
た支援をしている

個々の嚥下能力や咀嚼能力に応じて食事形態
を考えて提供し体重減少がある場合は、栄養補
助食品を取り入れています。水分拒否気味の入
居者へは嗜好を考慮し飲み物を提供していま
す。

毎食後、口腔ケアを促し、自己にて出来ない入
居者へは、歯ブラシ、ガーゼ拭き取りなどの介助
を行っています。個人チェック表に項目も作り、
確認も行っています。口腔内に異変が無いか観
察し、夜間は義歯の消毒を行っています。

個人記録表で、個々の排泄パターン把握に努
め、尿・便意が曖昧な方は声かけ、誘導を行って
います。日中は、全員綿パンツでトイレを使用し
立位が困難な入居者は二人介助行い排泄自立
支援を行っています。夜間はトイレ､ポータブル
使用やパット交換など個別で対応しています。

排泄の自立支援として、日中は入居者全員が綿
パンツを使用し、トイレでの排泄を支援している。
立位が困難な入居者は二人介助で支援を行
なっている。夜間は、個々の排泄状況に配慮し
て、トイレやポータブルでの排せつやパット使用
などで一人ひとりの状況に合わせて支援してい
る。ドアの内側にカーテンも設置され、排泄が自
立している方は外で見守りをしている。

毎朝、申し送時に最終排便を確認。薬を頼らず
ヤクルトやモーニングコーヒーは牛乳使用し乳製
品などを提供、食前体操など運動も行い、水分
摂取が少ない場合は促して便秘予防に努めてい
ます。

清潔保持の為、週3回の入浴を実施。希望者に
は日曜日も入浴実施しています。認知症による
拒否のある方には声かけに工夫しているが、強
く拒否ある時は、午後に再度声かけする等しな
がら入浴が楽しい時間になるように支援していま
す。又、発汗や排泄汚染等で入浴を実施し常に
清潔が保たれるように支援しています。

基本的には週３回、午前中の入浴を行なっている。日
曜日の入浴なども実施している。拒否のある方には声
かけやタイミング等に工夫している。「昨日入った」と
入浴拒否のある方には入浴カレンダーを準備し、本人
で丸付けすることで解るようにしている。浴室は浴槽
の中が物置となっており、整容室も洗濯場と一体と
なっているので、入浴を楽しむことができるような工夫
に期待したい。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

46 ○安眠や休息の支援

一人ひとりの生活習慣やその時々の状況
に応じて、休息したり、安心して気持ちよく
眠れるよう支援している

47 (20) ○服薬支援

一人ひとりが使用している薬の目的や副作
用、用法や用量について理解しており、服
薬の支援と症状の変化の確認に努めてい
る

48 ○役割、楽しみごとの支援

張り合いや喜びのある日々を過ごせるよう
に、一人ひとりの生活歴や力を活かした役
割、嗜好品、楽しみごと、気分転換等の支
援をしている

49 （21） ○日常的な外出支援

一人ひとりのその日の希望にそって、戸外
に出かけられるよう支援に努めている。又、
普段は行けないような場所でも、本人の希
望を把握し、家族や地域の人々と協力しな
がら出かけられるように支援している

50 ○お金の所持や使うことの支援

職員は、本人がお金を持つことの大切さを
理解しており、一人ひとりの希望や力に応
じて、お金を所持したり使えるように支援し
ている

個人記録表で、睡眠状態を確認。不眠時は日
中、臥床支援するが、昼夜逆転にならないよう日
中は活動で生活リズム安定に努めています。居
室以外にも畳ベッドやソファーを設置し個々が気
持ち良く休息とれる環境も作っています。

個々の服薬情報は個人ファイルにて保管しいつ
でも確認できるようになっています。薬変更時
は、業務日誌で申し送り情報を共有し副作用等
の様子観察に気を配っています。誤薬防止のた
め、トリプルチェックを実施。主治医には定期受
診で状態を報告、相談しています。

服薬支援は、個々の服薬情報を個人ファイルで保管
し、主治医へ服薬状況を報告している。変更がある場
合は業務日誌で職員全員で情報を共有し、副作用等
の様子観察を行なっている。新人職員には一人で与
薬はさせないなどを誤薬防止策として６項目の決まり
を作成し、掲示している。掲示内容に薬をセットする職
員等の記載や事故発生時の対応等の項目がない。落
薬がある。

誤薬防止策として決まりを作成されて
いるが、服薬支援に関するマニュアル
としての項目の追加見直しを行ない、
飲みこぼし等の誤薬を防止して確実
な服薬支援の実施が望まれる。

一人ひとりの得意分野に考慮しながら、食材切り
や洗濯物たたみ・干し等役割を持って生活して
頂けるように支援しています。キャップパズルや
手工芸、カラオケ、新聞等個々の楽しみを把握し
提供、楽しく生活ができるように支援しています。

家族と相談し誕生日は家族と過ごせるように支
援しています。買い物や散髪など外出を希望さ
れる時は、できるだけ希望にそい外出を行って
います。初詣や浜下り、BBQ会、法人祭りなど入
居者全員で外出支援しています。

日常的な外出支援については、重度の方も、毎
日玄関先での外気を感じるように支援している。
２か月に１回ほどはドライブに行き、初詣は金武
観音寺へ出かけている。子供の好きな方は、近
所の子供に会うために毎日朝・夕に戸外へ出
て、交流を深めている。ビーチでのバーベキュー
会等で利用者や家族全員で参加できる外出支
援をし、家族と一緒に食事に出かける利用者も
いる。

お金を所持していることに安心がもてる入居者に
は小遣い程度を家族同意の下、自己管理して頂
いています。自己管理が出来ない入居者は家族
と相談し小遣い程度を事業所で管理し欲しい物
がある場合は対応しています。買い物の際は、
本人に支払いを行ってもらいお金を使えるように
支援しています。
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沖縄県（　グループホーム東山　　）

自己評価および外部評価結果 確定日：令和元年１０月１８日

自己評価

実践状況 実践状況 次のステップに向けて期待したい内容

自
己

外
部

項　　目
外部評価

51 ○電話や手紙の支援

家族や大切な人に本人自らが電話をした
り、手紙のやり取りができるように支援をし
ている

52 （22） ○居心地のよい共用空間づくり

共用の空間（玄関、廊下、居間、台所、食
堂、浴室、トイレ等）が、利用者にとって不
快や混乱をまねくような刺激（音、光、色、
広さ、温度など）がないように配慮し、生活
感や季節感を採り入れて、居心地よく過ご
せるような工夫をしている

53 ○共用空間における一人ひとりの居場所づくり

共用空間の中で、独りになれたり、気の
合った利用者同士で思い思いに過ごせるよ
うな居場所の工夫をしている

54 （23） ○居心地よく過ごせる居室の配慮

居室は、本人や家族と相談しながら、使い
慣れたものや好みのものを活かして、本人
が居心地よく過ごせるような工夫をしている

55 ○一人ひとりの力を活かした安全な環境づくり

建物内部は一人ひとりの「できること」「わ
かること」を活かして、安全かつできるだけ
自立した生活が送れるように工夫している

電話をかけたいと希望される時は、電話連絡し
落ち着いて話しができる環境を作っています。帰
宅要求がある入居者は、いつでも家族と話しが
できるように事前に家族と相談し支援していま
す。手紙を書かれる入居者はいないが、届いた
ハガキや写真は、いつでも手に取って見れる場
所に貼っています。

居間や廊下には季節や行事ごとに装飾したり、
作品を掲示しています。居間には畳ベッドやソ
ファーを置き、テレビ、音楽等音量や好みに配慮
したり、庭には植物を植え居心地良く過ごせる環
境を作っています。

居心地のよい共用空間づくりについては、食堂
兼居間に畳ベッドやソファーが置かれ、入居者
が集まってユンタクしたりできるように、テレビの
音量も配慮されている。時計が椅子に座ってい
ても見やすいような位置に置かれている。居間
や廊下には入居者の作品が展示されている。ベ
ランダから庭の植物を眺めることができ、居心地
良くすごせるように工夫している。

居室が分かるよう本人、家族の了解を得て表札
を貼っています。トイレや風呂場にも表札を掲示
し分かりやすいように工夫しています。施設内は
バリアフリーで廊下やトイレ、浴室には手すりを
設置し安全に自立した生活が送れる環境作りを
行っています。

いつでも入居者同士が交流できるよう居間には
ソファーを置き、玄関先・ベランダにはベンチを設
置し、入居者間で思い思いに過ごせる環境を
作っています。

入居の際には自宅での居室を再現して頂くよう
使用していた家具や寝具などを持ってきて頂い
ています。作品や写真、装飾品は本人や家族と
相談しレイアウトして居心地良く過ごせるようにし
ています。本人が必要と思わる物は家族に伝え
持ってきて頂いています。

居心地よく過ごせる居室の配慮としては、自宅で
使用していた家具や寝具等を持ってきて配置し
ている。本人の手工芸や書道、また、家族から
のプレゼント等を飾ってある。本人の希望でマド
ロスキャップ等が置かれている部屋もあり、居心
地良くすごせるように工夫されていたが、居室に
は利用者の見やすい時計やカレンダーの設置を
期待したい。
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